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病変として存在 したし')に対 し,内分泌細胞癌はいず/Iptも

腺癌を合併す る進行癌であ巧さ腺 内分泌細胞癌の形態を

敬-_-ていた.内分泌細胞癌では.占一興的か Lヰ ノ′†卜をこ

比べて構成細胞の異型が高度で,核分裂像や脈管侵襲像

屯認められ,臨床的にも転移が確認 され 予後 も不良で

あった.このため,胆嚢の内分泌細胞癌は,肺の燕愛細

胞癌や閏の内分泌細胞癖をこ相当すると考えられた.

これまで文献的には,胆承原発のいわゆるカルチノイ

ドが26例報告 されている.この率には, 自験碍内分泌細

胞癌に相当する症例 も含まれており,古典的か レチノイ

ドと内分泌細胞癌 との区別は全 くされていない, しかし,

胆藤の古顔的カルテjすドと内分泌細胞癌 とは,病理形

態学的にも,臨床的をこも異なる特徴を有 しており,両者

を区別することは必要と考えられた.

5)胆嚢癌術 後長期生存例 の検 討

-I '● ' (∵ ∴ !. )赤井 虚彦

昭和竣1年 且月から58年12月までに当科にて手術 した胆

嚢癌は 115例 であった.切除術は射例35.7%で,3年

以上の生存は10例あった. 5例に治癒切除が, 5例に非

治癒切除が行われた.拡大 した術式の車に多くの長期生

存例が認められた.これらは比較的早期の Stageもの

が多 くラSSまであるいは moの症例が多かった.組織

学的転移の有無は肉眼的評価と比較的-致 した. 3年以

上生存例の,個々の症例を昼示 した.非治癒切除の 5例

のうち3例には単純胆楠が行われた.また 1例は約 1年

後再発のため再手術 したが現在生存率である.残 る1例

は H inf3であ りながら,部活せずに生存率である.

毘捜索頚部を用い,当院病理にて pn を再検討 してもらっ

た. 3年未満死亡例では pn 陽性例が 2/3, 3年以上

生存例では陰性例が8例であった.組織学的にnが確認

されている23例を選び転移状況 と 脚 の有無をこついて

比較 した. n陽性例は pn 陽性である可能性が高かっ

た.

6)胆 嚢 癌 単純胆摘 例 の予後
-原 発巣の組織学的所見との関連を

中心 と して-

白井 良夫 ｡吉田 棄介

両日 ヶLl/_･渡辺 英伸 ( 同 第-----病門!)

胆療病単純胆摘 (以下胆摘)例を中心をこ病巣所見と予

後とL'_)関連に-~)き検討 した.L対象 ･方法〕 ′1rnm間隔

の史割切片に基づ く病理学的検討を行 った胆嚢癌96切除
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例を対象上した.一事~i~:J･脚 荷 (深達 度 m,Ⅰ什ⅠミASpnl.m-

くW)とし断端陽性群,W(+)群と断端陰性群,W巨 )

群に分け守二.準1h意差検定は 酢Hlt,rこ11i/,i-(1Wilcox(-)n検

ss癌胆摘例の後生率は 朝.8%であり,両群間をこ有意差

(p<臥00日 を認めた.2:ss癌胆摘例の W卜 )群,

W(+)群の 確盤率はそれぞれ 59.6%,15.2%であ り

有意差 tPく().051萎:認めた∴ ‡:ss癌 ＼ヽ,t十1群にお

いて ew 呈, eW芝の 7症例は術後11ケ月以内に再発死 し

再発はなかった.逮:ss藤娘摘 ほC(+)群 棲例は26ケ

月以内に啓発死 した,5:ss癌をこ対する拡大手術は胆滴

をこ放 し術後長期の予後を改善すると思われた.

7ト小児 ERCP L叫 川津モミについて

成滞林太郎 .阿部 実
冨押 満 ･阿り尺 吾計
市田 文弘 (新潟東学第三内科)

告測 真 ･山際 岩雄 ( 同 小児外科)

我々は党天性胆道閉鎖症 (以下 CBA)と新生児肝炎

との鑑別と主たる目的として計12例に ERCP を施行 し

た･12例は全て全麻下で行なわれ 内視鏡は PJF を使

周 した, 日齢は生後28巨]から85日 (平均 62.7日)管,

体重は 2600gから 580鞄 (平均 捌 紬)であった.且2

例中10例は造影に成功 した,10例の開存 している肝外胆

管と鰐管は全て造影 されたi新生児肝炎の ま例は肝内胆

管まで造影 され,手術で確診を得た 5例の CBA は全

て胆道系は造影 されなかった.他の 3例中 1例は胆藤 ま

管, 1例は級胆管まで, 1鰍 ま左右肝管まで造影された.

この 3例は臨床的には CBA と考えられたが,時をこ左

右肝管 まで造影 された例は葛西らの病型分叛をこあてはま

らず,今後の検討が必要と考えられた.

郎 当科で経験 した胆遺低形成症例 の検 討

山際 肯堆 ･岩潮
:' + 二･.. . 了 .. .-)

1976年以後ラERCP または術中胆道造影で肝外胆道

系の造影された閉塞性黄痘症例は16例で,造影所見より

孜の 3群に分けられた.A群 (3群):総胆管から肝内

胆管 まで明 らかをこ造影され 総胆管径 >鰐管径,B群

(7例):総肝管がわずかに造影され,総胆管径-鰐管径,

C群 摘 例):胆藻及び絵胆管が造影 されるが,総肝管


